
 

■お客様の施工現場から■  ２階洋室増築部直下の支柱の改修/北国分 S 様邸 

築３３年、建坪３２坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、５年程前に建物全体の耐震診断と

調査のご依頼頂き、併せて、２階洋室増築部と建物全体の耐震補強工事でお世話になりました。 

そして、今回は、５年前に補強・新設した、２階洋室増築部の重量を唯一支えている、木製と鉄

骨の支柱の傷みも見受けられて老朽化も進んできました。 

特に、木製支柱は、降雨の際、柱の上部からの雨だれにより、柱の根元廻りにひび割れや腐食が

発生し、傷みもかなり進んでおり防水対策も必要な状態でした。 

そこで、まず、木製の支柱の３本全部を塗装し、そして、支柱の根元廻り３か所に雨水を防水す

るための板金のカバーを加工取り付け致しました。また、前回の耐震補強の工事 

の際に新設した、鉄骨の支柱の表面も傷みが進んでおりましたので、木製の支柱 

の改修に加え、併せて、支柱の全体も再塗装させて頂きました。 

今回の、この防水・改修工事にて、お客様も安全に安心してお過ごしになられる 

ことと思われます。 

 

■ひとり言■     こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

新年明けましておめでとうございます。本年も相変わりませず宜しくお願い申し上げます。 

昨年はコロナウイルスで一年が過ぎました。そして、また、新たな一年が始まろうとしており、そう

簡単に、短期間で収束に向かうとは期待できない状況ではありますが、日々の生活のなかで、気を緩

めることなく、穏やかで安心できる環境が再び訪れることに期待したいものです。 

毎年年明け、お正月の過ごし方としましては、朝からあまり動くことなく、おせち料理を食べ、お屠

蘇を頂き、また食べて、という生活から体重も太りがちとなります。 

このため、例年、午後からは近くの中山法華経寺と子の神社に初詣に出掛け、おみくじとお守りを 

       買い求め、一年の安全・安泰を祈願しております。そして、その足で、東京の神田明

神にも詣でるのが、いつもの元旦の過ごし方となっております。 

       皆様も、これからが真冬の厳しい時期をを迎えますので、コロナウイルスの感染に 

       ご注意いただき、お身体には十分留意されお元気でお過ごし頂ければ幸いです。 
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■暮らしのたより■       耐震補強で地震に強い住まいに！ 

地震への備えとして、考えておきたい住まいの耐震。家族の安全のために、地震に強い家をつくりましょう。

住まいの耐震強度を上げるには、いくつかの方法があります。 

ひとつは、壁を強くすること。地震に強い家にすること。地震に強い家にするためには、強い壁がバランス良

く配置されている必要があります。「壁が少ない」「壁の配置が悪い」といった場合は、構造用合板で補強した

り、壁に筋交いを入れたり、新しく壁をつくることで耐震性がアップします。 

また、地震の揺れによって柱が土台から抜けてしまわないよう、柱と土台がしっかり接合していることも重要

です。柱と土台をつなぎとめる「ホールダウン金物」とよばれる金物を、建物の四隅や、壁を強くしたいところ

の柱に付けて補強します。費用を安く抑えられる外付けタイプのホールダウン金物もあります。 

基礎は文字通り、建物を支える大切な基礎となります。その基礎にひび割れがあると、建物の重さを支えるこ

とができなくなるなど、建物の耐震性に大きくかかわります。基礎のひび割れは放置せず、補修を行います。

ひび割れの補修は比較的安価で、工期も１～２日程度と短期間で済みます。 

さらに、屋根を軽くすることも、耐震性を上げる有効な方法のひとつです。屋根が重いと、それを支える壁の

量が多く必要となるからです。金属屋根などの軽い屋根材に葺き替えることで、屋根の重量 

を減らせます。今後、お住いのリフォームを予定されておられる際には、耐震補強も同時に 

検討されてみては如何でしょうか？ 


